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4. 研究課題の概要（300字程度）  

 

本研究は、米国の国立公文書館が所蔵する占領期写真のデータベース化に取り組むものである。占領軍が

撮影した日本の写真は、戦後の都市空間を明らかにする資料として貴重であるにもかかわらず、米国にあるた

め、アクセスしにくい資料のひとつといえる。また、日本に関する写真資料の量が膨大なだけでなく、インデックス

カードによる検索が必要なため、目的の資料に辿り着くのも容易ではない。米国公文書館所蔵の写真資料を見

やすく使いやすくするためには何が必要なのか、占領期の都市空間に有効なアーカイブの在り方について検

証する必要がある。 

本研究は、これまで収集してきた占領期日本の写真資料を整理し、情報技術を駆使して蓄積・共有化を図るこ

とを目的とする。本研究により、占領期日本の写真情報を蓄積していく場が構築され、占領期日本の都市空間

研究を促すことが期待される。 
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5. 研究成果の概要 

  

本年度は写真アーカイブの構築にあたって、これまでに取得した写真データ（サムネイルおよびリスト）を整理

し、情報の分類方法を検討した。 

アーカイブを検索するためのキーワードについて検討した結果、写真データを「accession, box number, 

classification, collection, copy right, note, owner, photographer」に分類しすることとした。さらに、写真を収集した

主体の情報も付記することとした。 

 

 


